
■広域連携と情報化の推進
来年３月 25 日から開催される『愛・地球博（愛知万博）』期間
中の平成 17 年５月に田原市で行う『全国風サミット』の準備
を進めるほか、フレンドシップ事業として、「ラオス人民共和国」
「社会主義人民リビア・アラブ」２国の受け入れ準備などを進
めます。情報化推進としては、ケーブルテレビの赤羽根地域へ
のエリア拡大や、加入促進を図るほか、情報センターを拠点と
した情報発信・ＩＴ教育の充実を図ります。

▼愛・地球博関連　　　　　　　　　　　　　　　　３８万円

▼情報化推進　　　　　　　　　　　　　　１億８５７９万円

■コミュニティの振興
「子どもからお年寄りまで誰でも気軽に利用できる」ことを目
標に、校区市民館の整備と機能拡充を図ります。今年度は高松・
赤羽根・若戸の３市民館の整備に取りかかるほか、衣笠・六連
市民館の機能拡充、童浦市民館の改修などを実施します。また、
「市民の足」となっているぐるりんバスについては、高松への
乗り入れと、経路・ダイヤの見直しを行い、今以上に利便性の
高い巡回バスとして改善を図ります。

▼市民館等整備　　　　　　　　　　　　１０億　５８４万円

▼ぐるりんバス運行　　　　　　　　　　　　　６３２３万円

■地域を担う人材育成と教育・文化の振興
市民参画のまちづくりを進めるための人材育成として、行政情
報講座の開設やＮ
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ＰＯの支援などを積極的に進めます。また、
縄文時代後・晩期の貴重な遺跡として評価されている吉胡貝塚
の保存・活用を図るため公園整備に着手するほか、田原中部小
学校の改築工事、文化会館の改修などを行います。

▼住民との協働施策推進　　　　　　　　　　　　１６１万円

▼田原中部小学校校舎改築　　　　　　　　４億７８１６万円

▼吉胡貝塚公園整備　　　　　　　　　　　　　７７０８万円

▼文化会館整備　　　　　　　　　　　　　　　５６７３万円
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【Town Management Organization】　まちづくりを総合的に企画・管理・運営する法人のこと。
市街地再開発施設は「㈱あつまるタウン田原」が手がけている。
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【Private Finance Initiative】　従来は公共部門によって建設・運営していたものに、民間の資金・
知識・技術を活用するもの。民間主導社会資本整備。田原市・渥美町共同で建設中の新リサイクルセン
ターは、民間５社による特別目的会社「グリーンサイトジャパン㈱」が手がけている。
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【Nonprofi t Organization】　政府や自治体、私企業とは独立した存在で、市民・民間の支援に
より社会的な公益活動を行う組織や団体をいう。非営利組織。非営利団体。民間非営利団体。

用語解説

●情報センターを拠点に情報先進都市へ

●『ぐるりんバス』は新たに高松まで路線を延長

●国営発掘第１号の遺跡でもある『吉胡貝塚』




